
 

【解答】 

問１ Ａ－イ Ｂ－ウ Ｃ－ア 

問２ Ａはなだらかな古期造山帯に属し 1000m ま

での高さの割合が高いが、Ｃは険峻な新期造山帯

に属し 1500m 以上の高さの割合が高いため。(59

字) 

問３ この地域のツンドラ土は夏季に氷雪が解け地

衣類やコケ類などが生育するので、これを利用し

てトナカイの遊牧が行われている。(58 字) 

問４ 消費地への近接性のほか、氷河の侵食を受け

た影響などで土地がやせていることから、乳牛を

舎飼しながら酪農が行われている。(58 字) 

問５ チェルノーゼムと呼ばれる黒色の肥沃土が広

がり、大規模機械化農業で小麦が企業的に栽培さ

れ、世界へも輸出されている。(56 字) 

問６ 夏季に乾燥する気候をいかしてオリーブやオ

レンジなどが栽培されている。また、灌漑施設を

用いて野菜の栽培も盛んである。(57 字) 

問７ 近隣の鉄鉱石や石炭などの資源を用いた鉄鋼

業が盛んだったが、鉄資源の枯渇などにより、近

年では先端産業なども発展している。(59 字) 

問８ ガラス細工や繊維産業が盛んだったが、近年

は賃金の安さから西ヨーロッパからの自動車関連

工場などの進出が盛んである。(56 字) 

問９ 第三のイタリアと呼ばれ、衣料品や装飾品な

どの手工業が伝統的に発達しており、企業間の連

携をいかした製品開発が行われている。(60 字) 

 
【解説】 

 そろそろ暑くなってきて夏の到来を実感できるよ

うになりましたね。６月下旬はテニスのウィンブル

ドン選手権が開かれています。テニス部ではなかっ

たのですが、中学校のときにベッカーとエドバーグ

の決勝戦を見たことでテニスファンとなり、そのと

き以降かなりの頻度でテレビ放映を見るようになり

ました。大学１年生のときには伊達公子選手を応援

していて、準々決勝でマリーピエルスを撃破したシ

ーンを目の当たりにし、感動したことを覚えていま

す。ウィンブルドンはイギリスにあり、日本との時

差が９時間、だから 15:00 ぐらいに試合を開始する

と日本時間で 0:00 ぐらいからの放映になるのです。

テニス好きの友人と深夜に電話しながら応援したこ

とを今でも覚えています。その伊達さんが結婚して

クルム伊達となって 10 数年ぶりに全国ツアーに復

帰し、今年の２回戦で元世界ランク１位のヴィーナ

スウイリアムズと戦いました。惜しくも負けました

が、15 年も経ているのに当時と同じようなプレーが

できる伊達さんのすごさにまた感動しました。この

感動を糧に私はこの夏期講習を頑張っていこうと思

いますので、受験生のみなさんも夏休みを有意義な

ものとしてくださいね。では解説に入りましょう。 

 
問１・２ 東大は大問の最初に作物名や雨温図など

の記号問題を出題することが多いです。レベル

はセンター試験程度のものとなっているので、

この問題も標準的なものかと思います。簡単な

Ｂ(ポーランド)から判断すると、ポーランドは

東ヨーロッパ平原に位置しているので海抜高

度が低いはずです。よって 500m 未満の土地の

割合が高いウに該当します。次にＣを考えます。

Ｃはオーストリアで新期造山帯に属すアルプス

山脈付近の国です。海抜高度が高くなると考え

られるのでアに該当します。残ったＡがイに該

当します。Ａはノルウェーで、古期造山帯に属

すスカンディナビア山脈付近の国です。長い間

の侵食作用の結果なだらかな山地となっていま

す。 

問３ カの地域はツンドラ気候に近く、夏季の間に

土壌表面の雪が解けて、地衣類やコケ類が生育

します。この植生を用いてトナカイの遊牧を行

っている民族はサーミと呼ばれています。かつ

てサーミはラップ人(辺境の民)と呼ばれていま

したが、差別的な表現だと言うことで、彼らの

言葉の中で、「人間」を表す「サーミ」という言

《シリーズ》もしもセンターの問題が東大

仕様で出題されたら（１） 
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葉で呼ぶことになりました。 

問４ キの農牧業は、デンマークの農牧業と考えれ

ばいいですね。デンマークのポイントは氷河に

よって大地が削られているので、やせた土壌で

あることです。土地がやせているので小麦やト

ウモロコシなどの栄養を必要とする作物を栽培

することができません。ですが、他の地域から

肥沃な土壌を持ってきたりなどして土壌改良を

行い、何とか農地の面積を増やしていきました。

そこで飼料作物を栽培し、乳牛を飼って酪農を

行ったり、豚を飼育して豚肉の輸出を行ったり

しています。ちなみに家畜はほとんど畜舎で飼

われています(舎飼)。キーワードの「近接」は、

「消費市場に近接している」と書いてもらえれ

ば良かったです。ドイツやフランスやイギリス

の人口の多い国に近接していることは農作物な

どの輸出に有利です。 

 
問５ クの農牧業は、ウクライナの農牧業と考えれ

ばいいですね。ウクライナでは肥沃な黒土であ

るチェルノーゼムが広がっているので、冬小麦

を大規模機械化農業で生産しています。「企業」

というキーワードは、「大企業が経営している」

というように使って欲しかったわけではなくて、

「全国に輸出する企業的な農業」を行っている

と書いて欲しかったです。また、旧ソ連の影響

下からの「国営企業」という書き方も違います。 

あと、補足ですが、ウクライナではひまわり

やてんさいの栽培も盛んに行われています。 

問６ ケの農牧業は、スペインの農牧業と考えれば

いいですね。スペインを中心とする南ヨーロッ

パは地中海性(Ｃｓ)気候で夏に乾燥します。こ

の夏の乾燥に耐えうるために葉っぱが硬くなっ

たオリーブやコルクがしなどの硬葉樹林が見

られます。また、オレンジやブドウなどの果実

も生産されています。次に「灌漑」の使い方に

ついてですが、適当に「夏乾燥だから灌漑農業」

という書き方はして欲しくなかったです。キー

ワードに上がっているということは、何らかの

情報と結びつけて書いてください。今回は、温

暖な気候を利用し、灌漑を行いながら野菜の栽

培を行っていると書いて欲しかったです。「夏乾

燥している」からではなく、「温暖である」から

野菜栽培に適しています。 

   あと、補足ですが、スペインやイタリアでは

夏の間は山の上で、冬の間は山の下で家畜を飼

う移牧もみられます。 

問７ Ｅはルール工業地帯です。この地域ではルー

ル炭田から石炭を得ることはできましたが、鉄

鉱石を得ることはできませんでした。この問題

を解消するために、フランスのロレーヌ鉄山か

ら鉄鉱石を輸入していました。こうして、自前

の石炭と輸入の鉄鉱石を用いて鉄鋼業を成り立

たせ、様々な関連産業も立地し、ヨーロッパ最

大の重工業地域として存在し続けてきました。

ですが、ロレーヌ鉄山の鉄鉱石が枯渇し始める

と、ルール工業地帯での鉄鋼業の衰退につなが

ってしまいました。近年では、鉄鋼業の工場を

閉鎖し、その跡地を利用して先端産業などの立

地が進んでいます。 
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問８ Ｆはボヘミア工業地域です。もともとこの地

域では、人々の技術力が高くガラス細工などを

行っていましたが、2004 年にチェコがＥＵに加

盟すると電気機械産業や自動車産業なども活気

づくことになりました。チェコなどの東ヨーロ

ッパの国の賃金水準は西ヨーロッパよりも低い

ので、生産コストを抑えるためにイギリスやド

イツなどの企業がチェコへ進出するようになり

ました。 

問９ Ｇは「第三のイタリア」ですね。イタリアの

北東部ではボローニャやフィレンツェを中心

に「第三のイタリア」と呼ばれています。職人

や中小企業を中心に皮革や服飾などの高級品

生産が主導する豊かな地域となっています。こ

れらの産業を扱う中小企業間での連携が行われ

ています。 

もとから発展していた北部を「第一のイタリ

ア」、タラントやナポリなど後に発展した南部を

「第二のイタリア」と呼んでいたので、この呼

称になりました。 

 


